
倉 敷 市 歌 花　田　鶴　彦　作詞
市歌選考委員会　補作
山　下　和　子　作曲

市　　　章

市木・市花・市鳥

　倉敷の「クラ」を図案化，横へ広がる翼は，瀬戸内海経済圏の中核都市として，産業・文化・
観光の調和のある住みよい理想都市を目ざして飛躍発展する姿を表す。また，円は市民の団結と
融和を象徴する。

市　木……くすのき（昭和46年12月 1 日制定）
市　花……ふ　　じ（　　　　 〃 　　　　）
市　鳥……カワセミ（平成15年 3 月24日制定）
　昭和46年 7 月「市民憲章・市木・市花制定委員会」を組織。制定委員会では選考を効率的に進
めるため，専門家も加え，市木・市花の専門委員会を設けた。
　市のシンボルにふさわしいもの，倉敷の気候風土に適したものなどの条件を考えながら数多く
の候補の中から各々 3品種（市木…やまもも・さくら・くすのき，市花…つつじ・ふじ・はぎ）
にしぼり，これらのうちからハガキで市民投票をした結果，投票の多かった市木にくすのき，市
花にふじが決まった。また「市の鳥」は，中核市への移行（平成14年 4 月 1 日）と新市発足35周
年を記念して制定された。清流の指標である「カワセミ」が，自然と人間の共生のシンボルとし
て最もふさわしいとして決定された。
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